
守•觀ソフトたア 


システムを監視-管理するための専用ソフトウエアじついて説明しています。 


保守-管理ツール(一108ページ） . 

オフライン保守ユーティリティ（一112ページ） . 

システム診断(一114ページ） . 

MWA 〜 Management Workstation Application 〜卜117ぺージ) 

ESMPR0 (一 124ぺージ） . 

エクスプレス通報サービス（一124ページ） . 


添付の r 保守-管理ツール CD-ROM」 からの起動 
方法と保守-管理ツールが提供する機能について 
説明しています。 

専用の保守ユーティリティの使い方について説明 
しています。 

専用の診断ユーティリティの使い方じついて説明 
しています。 

ネットワークやシリアルポートを使って装置をリ 
モートで保守することができるアプリケーション 
です。コンピュータへのインストール方まや機能 
の詳細について説明しています。 

添がの r 保守-管理ツール CD-ROM」 および r バッ 
クアップ CD-ROM」 にバンドルされている 
Express 5800シリーズ統合管理アプリケーショ 
ン 「ESMPRO」 じついて説明しています。 

本装置に何らかの障害が発生したときに自動で保 
守サービスセンターへ通報するアプリケーション 
(別途契約が必要です)について説明しています。 
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保守 • 管埋ツール 


本装置を保守-管理するための統合ソフトウエアです。 



保守-管理ツールを実行するには、添付の r 保守-管理ツール CD - ROM 」 からシステムを起動 
します。起動方法には管理 PC と本体の接続の状態により、次の2つの方まがあります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続 ( COMB ) された管理 PC から実行する 

起動方まの手順については、本章の rMWA 」 の「リモートコンソール接続」を参照してください。 

M-O • BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えないでくださし、。 
CD - ROM ドライブが最初に起動するようになっていないと使用できません。 

• LAN 接続は LAN ポート1のみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能でず。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作ずるためには、設定情報を格納したフ□ッピーディ 
スクび必要になります。フォーマット済みのフ□ッピーディスクを用意しておいてくだ 
さい。 

jl; BIOS 設を情報はじ(下の値にセットされます。 

r ヒント 1 - LAN #1: [Enabled] 


— Serial Port A: 

— Serial Port A I/O Address: 

— Serial Port A Interrupt: 

— Serial Port B: 

— Serial Port B I/O Address: 

— Serial Port B Interrupt: 

— BIOS Redirection Port: 

— BIOS Redirection Baud Rate: 

— BIOS Redirection Flow Control: 
— Console Type: 


[Enabled] 


[3F8] 
[IRQ 4] 


Enabled] 


l：2F8] 
[IRQ 3] 


[Serial Port B] 
[19.2k] 
[CTS/RTS] 
[PC ANSI] 
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メインメニューじある項目は、保守-管理ツールに収められているを種ユーティリティを個 
別で起動し、オペレータが手動で各種診断、目 IOS 更新などを行うことができます。 

くメインメニュー> 


• オフライン保巧ユーティリティ 
• システム診断 
• サポートディスクの作成 
• 保守用パーティシヨンの設定 
• 各種 BIOS / FW のアップデート 
• システムマネージメント機宜 g 
• ヘルプ 


次にメインメニューにある項目について説明します。 

• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティは、本体の予防保守、障害解析を行うためのユーティリ 
ティです。 ESMPRO が起動できないような障害が装置に起きた場合は、オフライン保守 
ユーティリティを使って障害原因の6き認ができます。 

• システム診断 

本体上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を橫査 
します。 

本機能は、ダイレクト接続に OMB ) からの実行はできますが、 LAN 接続での実行はでき 
ません。また、ネットワークへの影響を防止するためにも本体に接続しているネット 
ワークケーブルはすべて取り外しておいてください。 

• サポートディスクの作成 

サポートディスクの作成では、保守-管理 ツール 内の ユー ティリティをフ□、ソピーディ 
スクから起動するための起動用サポートディスクを作成します。なお、画面に表示され 
たタイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様で用意してください。 

- ROM - DOS 起動ディスク 

ROM - DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 

-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

-システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ） じよる通報機能や管理 PC からのリモー 
卜制御機能を使用するための設定を行うプ □グラムの起動用サポー トディスクを作 
成します。 


保守•管理ソフトゥ I ア 
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保守用ノ \°ーティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは r 保守用パーティションの作成」と 「 FDISK の起 
動」じ(外の項目は表示されません。 

1 11-0 r 保守用パーティションの設定」の各項目を実行している剧ホ、本体をリセツトしたり、 
mm 電源を OFF にしたりしないでください。 


-保守用パーティションの作成 

55 MB 程度の領域を内蔵八ードディスク上へ確保し、続けて各種 ユー ティリティの 
インス I -ールを行います。すでに保守用パーティションが痛保されている場合は、 
を種 ユーティリティ のインス I —ルのみを行います。 

-各種ユーティリティのインストール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - ROM から保守用パーティションへインス!ルします。イ 
ンス I -ールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティを八ードディ 
スクから起動した場合に、使用することができます。 

-各種ユーティリティの更新 

を種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ □、ソ ピー 
ディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ □、ソ 
ピーディスクでリリースされたときに実行してください。それじ(外では、本項目は 
使用しないで<ださい。 

- FD に K の起動 

ROM - DOS システムの FD に K 〕 マンドを起動します。パーティションの作成/削除な 
どができます。 

各種 BIOS / FW のアップデート 

インターネットの 「NEC 8番街」で配布される r 各種 BIOS / FW のアップデートモジュール」 
を使用して、本装置の BIOS やファームウェア ( FW ) をアップデートすることができます。 
「各種己 IOS / FW のアップデートモジュール」じついては、次のホームページじ詳しい説明が 
あリます。 

『NEC 8番街』： http :// nec 8. com / 

各種 BI 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「を種目 I 0 S / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容を磕認した上で、 
記載内容に従ってアップデートしてください。 「 README . TXT 」 は Windows 2000のメ 
モ帳などで読むことができます。 

I — "〇 BI0S/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
し、アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動できなくなりまず。 


システムマネージメント機能 

通報機能、リモート制御機能を使用するための設をを行います。 






ヘルプ 

保守-管理ツールのを種機能に関する説明を表示します。 

終了 

保守-管理ツールを終了します。 


マスターコントロールメニ 



Windows Me /98/95、 または Windows 
XP / 2000 、 Windows NT 4.0が動作して 
いるコンピュータ上で添付の r 保守-管理 
ツール CD - ROM 」 をセットすると、「マス 
ターコント□ールメニュー」が自動的に起 
動します。 

Pl ： システムの状態によっては自動的に 

I ヒン。起動しない場合があります。そのよ 
うな場合は、 CD-ROM 上の々のファ 
イ ルをェクス プローラ 等から実行し 
てください。 

¥MC¥1ST.EXE 



マスターコント□ールメニューからは、リモート管理ユーティリティである 「MWA 
(Management Workstation Application )」 のインストールやオンラインドキュメントを参 
照することができます。終了する場合は、「終了」をクリックしてください。 


を;!;ック] 


■L 

\TW^ 


オンラインドキュメントは HTML 文書で記述されています。オンラインドキュメントを参照 
する前(こ、あ 6 かじめご使用のオペレーティングシステムへ HTML ブラウザをインストール 
しておいてください。また、 HTML 文書がブラウザ(こ正しく関連付け 6 れていないとファイ 
ルが開けないときがあります。そのようなときは7章の「トラブルシューティング」の「マス 
ターコント□ールメニュー」を参照して関連付けを再設定してください。 

オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので書で提供されているものもあります。こ 
のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Acrobat Reader がインス 
卜ールされている必要があります。 Acrobat Reader がインストールされていないときは、 
はじめに [ ソフトウエアのセットアップ]の [Acrobat Reader] を還ネ尺して、 Acrobat Reader 
をインストールしておいてください。 


マスターコント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリックして現れるポップアップメニューを使用してください。また、一 
部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイ 
アウト表示され選択できません。適切なシステム-権限で実行して<ださい。 


CD - ROM をドライブか5取り出ず前に、マスターコント□—ルメニューおよびメニューか 
5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 


保守•管理ソフトゥ I ア 
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オフライン巧巧ユーティ IJ ティ 

オフライン保守ユーティリティは、装置の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が装置に起きた場合は、オフライン保守ユーティリティを使って障害 
原因の磕認ができます。 

n-O • オフライン保守ユーティリティは通常、保守員び使用ずるプ□グラムです。オフライン 
居^ 保守ユーティリティを起動すると、メニューにヘルプ(機能や操作方法を示す説明)びあ 

りますび、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリティの操作を熟知している保 
守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従って操作してください。 

• オフライン保守ユーティリティを使用している間、クライアントか5システムにアクセ 
スでさな < なりまず。 


オフライン巧巧ユーテイ y テイの起動方法 


オフライン保守ユーティリティはさまざまな方まで起動することができます。 

オフライン保守ユーティリティは本体に接続された管理 PC から手動で起動することもでき 
ますが、障害発生時に自動起動させることもできます。 

• 保守•管理ツール CD - ROM か！5の起動 

「保守-管理ツール CD - ROM 」 でシステムを起動し、メインメニューから r オフライン保守 
ユーティリティ」を選択すると、 CD - ROM よりオフライン保守ユーティリティが起動しま 
す。 

参フ□ッピーディスクか5の起動 

保守-管理ツールのメインメニューにある r サポートディスクの作成」で作成した「オフ 
ライン保守ユーティリティ起動 FD 」 をセットして起動すると、オフライン保守ユーティ 
リティが起動します。 

• 手動起動 ( F 4 キー） 

オフライン保守ユーティリティをインス I -ール後、管理 PC のディスプレイに表示される 
本体の起動時の画面で管理 PC の羊ーボードから < F 4> 羊一を押すと、ディスクよりオフ 
ライン保守ユーティリティが起動します。 

• 自動起動 (0 S 運用中の障害） 

0 S 動作中に致命的障害が発生し、シャットダウン後、再起動するとオフライン保守ユー 
ティリティが自動的に起動します。 

• 自動起動 (0 S ブート失敗） 

0 S ブート監視機能が有効な場合、 0 S のブート(起動)を3回失敗すると、オフライン保守 
ユーティリティが自動的に起動します。 
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オフライン巧巧ユーテイ IJ テイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、じ(下の機能を実行できます(起動方まじより、 
実行できる機能は異なります）。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベント□グ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示やバックアップをしま 
す。 

本機能により、システムで起こった障害やを種イベントを調査し、巧換部品を特定する 
ことができます。 

• BIOS セットアップ情報の表示 

目 IOS の現在の設定値をテ羊ストファイルへ化力します。 

• システム情報の表示 

プ□セ、ソサや BIOS などに関する情報を表示したり、テ车ストファイルへ化力したりしま 
す。 

参システム情報の管理 

お客様の装置固有の情報や設をのバックアップ(退避)をします。バックアップをしてお 
かないと、ボードの修理や交換の際に装置固有の情報や設定を復旧できな<なります。 

■： システム情報のバックアップの方まについては、2章で説明しています。なお、リスト 

rE ホ^ ア(復旧）は操作を熟知した保ず員必外は行わないでください。 


• 各種ユーティリティの起動 

「保守-管理ツール CD - ROM 」 から保守用パーティシヨンにインス!ルされた]: i 下の 
ユーティリティを起動することができます。 

-システムマネージメント機能 
— システム診断ユーティリティ 
一保守用パーティシヨンの設定 

• 箇体識別 

本体前面/本体背面のランプが5秒闇点なします。ラックに複数台の装置が設置された局 
面で本体を識別するときなどに便利です。 
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システム診断 

システム診断は装置に対してを種テストを行います。 

保守-管理ツールの r メイン」メニューから r システム診断」を実行して診断してください。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• メモリのチェック 

• CPU 丰ヤッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクのチェック 

I M-O システム診断を行う時は、必ず本体に接続しているネットワークケーブルをがしてくださ 
し接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼずおそれびありま 
す。 

Pl ： ハードディスクのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いません。 

rE>n 


システム診断の起動と終了 


システム診断の内容は、本体前面の COM 巨ポートとダイレクト接続された管理 PC から磕認 
します。 

起動方法は次のとおりです。 

I n-O 保守.管理ツールの起動方法には、ダイレクト接続 (COM B) と LAN 接続の2つの方法びあ 
りますび、システム診断ではダイレクト接続 (COM B) を使用することびできます。 LAN 
接続は利用できません。 

1. 「保守-管理ツール CD-ROM」 を本体前面にある CD-ROM ドライブ(こセットする。 

2. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を OFR こし、電源コードをコンセントか6抜く。 

3. 本体に接続しているネットワークケーブルをすべて取り外す。 

4. 本体と管理 PC をダイレクト接続 (COM B) し、電源コードを接続する。 

己. 「保守-管理ツール CD-ROM」 か6システムを起動する。 

詳しくは本章の r 保守-管理ツール」を参照してください。管理 PC の画面にはメインメニューが表 
示されます。 
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巨.[システム彭断]を選択する。 


システム彰断を開始します。約3分で診断は終了します。 

彭断を終了すると管理 PC のディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 



試験タイトル： 彭断ツールのを称およびパ'—ジョン情報を表示します。 

試験ウィンドウタイトル:彭断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果： 彭断開始-終了 -経過時間および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン： ウィンドウを操作するキーの説明を表示します。 

試験簡易ウィンドウ： 彭断を実行したを試験の結果を表示します。カーソル巧で <Enter> キー 

を押すと試験の詳細を表示します。 

システム診断でエラーをお化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果がホく反転表示 
し、ち側の結果(こ 「Abnormal End」 を表示します。 

エラーをお化した試験(こカーソルを移動し <Enter> キーを押し、試験詳細表示に出力されたエラー 
メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

7. 画面最下段の「ガイドライン」に従い <Esc> キーを押す。 

下のメインメニューを表示します。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 
Enduser Menu - 



Please choose a function by the a 


V key and push Enter key. 


<Test Resul わ: 
<Device Us わ： 
<Log lnfo>: 


<Option>: 

<Reboot>: 


前述の彭断終了時の画面を表示します。 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

試験□グを表示します。エラーメッセージをフ□、ソピーディスクへ保を 
することができます。フ□、ソピーディスクへ記録する場合は、フォー 
マット済みのフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブ(こセッ 
卜し、 <Save> を選択してください。 

□グの出力先の変更します。 

システムを再起動します。 
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8 . 上記メインメニューで <Reboo わを選択する。 

再起動し、システムが r 保守-管理ツール CD-ROM」 か6起動します。 

9. 保守-管理ツールを終了し、 CD-ROM ドライブか保守-管理ツール CD-ROM」 を取り化す。 

10. 本体の電源を OFF にし、電源コードをコンセントか6抜く。 

11. 手順4で接続したケーブルを取りかす。 

12. 手順3で取り外したネットワークケーブルを接続し直す。 

13. 電源コードをコンセント(こ接続する。 


W 上でシステム診断は終了です。 



MWA 


- Management Workstation Application - 


「保守-管理ツール CD - ROM 」 にある装置管理用アプリケーション 「 MWA(Management Workstation 
Application )」 は、ネットワーク上から管理 PC 作 SMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「が動作しているコンピユータ） 
を使用して、本体をリモート管理するためのアプリケーションです。装置の運用管理を行う管理者の負担 
を軽減させることができます。 

Pl; MWA のセットアップと運用に関する詳細な説明については、「保ず.管理ツール CD-ROM」 

のパスに格納されているオンラインドキユメント 「MWA ファーストステップガイド」を参照 
してください（「保ず.管埋ツール CD-ROM」 の「マスターコントロールメニユー」からも開く 
ことができます）。 

CD-ROM ドライブ: ¥mwa¥mwa_fsg.pdf 

機能と操作方法に関する詳細な説明については、 M WA のオンラインヘルプを参照してくだ 

さし、0 


通信方法 


MWA を使用する管理 PC が LAN 、ダイレクト（シリアル ( COM ) ポート）のいずれかの方まで 
本体と接続されていれば MWA を使ったリモート管理ができます。 

n-O •シリアルポート接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 LAN 接続は LAN ポート1 
のみ使用可能です。 

• モデムを介したリモート操作はできません(本装置ではヴポートされていません）。 


MWA の機能 


MWA は本体のシステム BIOS やベースボードマネージメントコント□-ラ （ BMC ) と接続す 
ることによりじ(下の機能を実現しています。 

• リモートコンソール機能 

装置の POST 実行画面および ROM - DOS / MS - DOS のブート中の実行画面を管理 PC 上の 
MWA のウィンドウから見ることができます。またこの闇、装置を管理 PC の车ーボード 
から操作できます。 

n-O • 本装置では、 LAN 経由のリモートコンソール実行中に、 BMC び COMB ポートを 
占有する場合びありまず。このとき、 0 S 上か5の COM B ポートは使用不可となり 
まず。 

• 本装置で LAN 接続によるリモートコンソールを実行する場 S ま、本体の電源の ON / 
OFF やリセットは、 MWA か5リモートで操作してください。また、 LAN 経由のリ 
モートコンソールは自動接続で実行してください。自動接続の設定は MWA ファー 
ストステップガイドを参照してください。 

• 本装置では、 LAN / シリアル接続によるリモートコンソールを行う場合は BIOS セッ 
トアップで [ Advanced] _ [Memory Confi 呂 uration ] — [Memory Retest ] を 
[ No ] に設定してください。 
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vr-O • リモートコンソール画面は、ネットワークの状態やデータ巧け、本体の状態などに 
屋^ よって正しく表示できないことびありまず。また、接続コマンドでリモートコン 

ソールを開始した場合は 、 BIOS SETUP 画面などで畳線や矢印などを正しく表示 
でさないことびあります。 

• BIOS SETUP を通常の終了方法外の手段(電源 OFF やリセット)で終了ずると本 
装置上のコンフイグレーシヨンのリモートコンソール設定項目び無効になる場台び 
あります。 


リモートドライブ機能* 

管理 PC 上のフ□、ソピーディスクドライブまたはフ□、ソピーディスクのイメージファイル 
から起動することができます。 

* LAN 接続時のみの機能です。 

^ 本装置では、起動する 0S やアプリケーシヨンが使用するメモリサイズの関係でリモー 
トドライブで正しく起動できない場合があります。 

リモート電源制御 

管理 PC 上の MWA からリモートで、装置に対してじ(下の電源制御が行えます。 

-パワー ON/OFF 

-パワーサイクル（パワー OFF の後、しばらくしてパワー ON ) 

-リセット 
- 0 S シャツトダウン* 

* 本コマンドをサポートしている ESMPRO/ServerAgent がインストールされている場 
合のみの機能です。 

U モート情報収集 

管理用 PC 上の MWA からリモートで U 下の情報を収集することができます。 

-システムイベント□グ ( SEL ) 

-センサ装置情報 ( SDR ) 

-保守交換部品情報 ( FRU ) 

-巨 MC 設定情報 

ESMPRO との連携* 

本体の目 MC からの装置異常などの通報を受信すると通報内容を解析して、 ESMPRO のア 
ラート□グへ自動的に登録します。 

* LAN 経由のみの機能です。 








動作廣境 


MWA を動作させることができる八ードウエア/ソフトウエア環境は次のとおりです。 

• 管理 PC (インス!ルするコンピュータ） 

MWA は Windows が動作しているコンピュータ上で動作します。詳細は 「 MWA ファース 
トステップガイド」を参照してください。 

• MWA でリモート保守する装置 

保守する装置に添付のユーザーズガイドに MWA の記載がある装置。対象装置には、 
RomPilot または目 MC が搭載されています。本装置には目 MCdPMI Ver .1.5) が搭載され 
ています。 


MWA のインス I ル 


MWA を使って本装置を管理するには、管理 PC に MWA Manager をインス I -ールしてくださ 
い。 

MWA Manager は、「保守-管理ツール CD - ROM 」 を使って管理 PC にインス I — ルします。 

1 . Windows を起動する。 

• L 画 

MWA が動作可能な OS について、 「MWA ファーストステップガイド」を確認してください。 

2. 「保守-管理ツール CD-ROM」 を CD-ROM ドライブ(こセットする。 

Autorun 機能(こより[メニュー]が自動的に表示されます。 

3. [ソフトウェアのセットアップ]- [MWA] 

の順にクリックする。 

• L 励 

右図の画面上で右クリックしてもポッ 
プアップメニューが表示されます。 

MWA のインストーラが起動します。イ 
ンストーラの指示(こ従ってインストール 
してください。 




〇オンラインドキュタント 


保守- g 巧ツール CD-ROM 


Appliance server 


Master Control Menu 


O 


- f « ソフトゥ; t ァの 1 


CopyrigM NEC CorporoNon 


INJEC 
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コンフィグレーションは MWA 側と管理される Express 5800シリーズ装置側の両方必要で 
す。 MWA 側ではリモート管理する装置台数分の設定情報が必要です。 

本装置では、最初に保守•管理ツールを使って、リモートコンソール接続を行うためのコン 
フィグレーションを行います。 W 下のリモートコンソール接続の手順を参照してください。 
保守-管理ツールが起動したら、メインメニューから r システムマネージメントの設を」を起 
動して、その他の必要な項目を設をしてください。 

コンフィグレーションの詳細な項目については、「保守-管理ツール CD - ROM 」 内にある 
「 MWA ファーストステップガイド」または MWA のオンラインヘルプを参照してください。 


リモートコンソール接続 


リモートコンソール接続の方法には管理 PC と本体の接続の状態により、次の2つの方法が 
あります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 
• ダイレクト接続 ( COMB ) された管理 PC から実行する 

LAN 接続された管理 PC か6実行する 

□一カルエリアネットワーク （ LAN ) を経由して接続されている管理 PC から、 W 下の手順で 
実行します。 

1.MWA をインストー■ルした管理 PC を起動し、スタートメニューか6[プ□グラム]- [NEC MWA] 
一 [MWA] の順(こクリックする。 


MWA が起動し、初期画面の 「Remote Control Manager」 が表示されます。 



2. フォーマット済みの1 .44M 目のフ□、ソピーディスクを管理 PC のフ□、ソピーディスクドライブに 
セットする。 

3. MWA の[ファイル]メニユーか6[コンフィグレーシヨン]コマンドを選択して[コンフィグレー 
シ ヨン] ダイア □グボックスを表示させる。 

4. [新規作成]をクリックして[設定モデルの選択(新規作成)]ダイア□グボックスを表示させる。 
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已. [FD 書き込みを巧う]にチェックし、対象のモデルをを選択して、旧 MC 搭載モデル用コンフィグ 
レーシヨ ン]ダイア □ グボックスを表示させる。 

モデルをは本体前面に巧刷されています。 


巨.旧 MC 搭載モデル用コンフィグレーション]ダイア□グボックスで、管理対象装置のコンピュータ 
さ)などのコンフィグレーション情報を設定/登録後、 ]：> (下のファイルをでフ□、ソピーディスク(こ書 
き込む。 

<ファイルさ)> 

NICS_RC.CFG 

設定項目とその値は次のとおりです。 


IP アドレス： 

サブネットマスク： 

デフォルトゲートウエイ： 
1夕通報先： 


任意 

任意 

任意 

管理 PC の IP アドレス 


7. サーバををちクリ、ソクして表示されるポップアップメニューか6[プ□パティ]コマンドを選択し 
て、[プ□パティ]ダイア□グボックスを表示させる。 

8 . 「プ□パティ」ダイア□グボックスが表示された6、 iU 下のようじ設定する。 


<[ID] ページ> 
接続形態： 


LAN 


<[アラート通知]ぺージ> 

[標準設定を使用する]のチェックを外して[アクティべート]のリセ、ソト(こチェックする。 

9. サーバををちクリ、ソクして表示されるポップアップメニューか6[リモートコンソールの起動]コ 
マンドを選択して [MWA Remote Console] を開く。 


ファイルまちテ'ータウィント勺ヘルグ 

し# I II I ►! 丄 げ」生」 Auto IaNsI I iJTFe 1 1 



I LA … 92.1 ㈱ 1.249 Se 


10. サーバウィンドウ上でちクリックして表示されるポップアップメニューか 6 [リモートコンソール 
の動作指定]コマンドを選択して[リモートコンソールの動作指定]ダイア □ グボ、ソクスを表示さ 
せ、 [MWA モードで実行]を選択する。 

11. 管理対象装置の CD-ROM ドライブに r 保守-管理ツール CD-ROM」 をセットし、フ□、ソピーディス 
クドライブに設定情報 (MCS_RC.CFG) を格納したフ□、ソピーディスクをセツトする。 


12. 通報先(こ設定した管理 PC を LAN 上(こ接続する。 
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13. 本体の電源を OFF/ON してシステムを再起動する。 

1回のリブート後、管理 PC の画面上にメインメニューが表示され、八ードウエアのセットアッ 
プ、各種ユーティリティを管理 PC か6実行できるようになります。 

•L 励 

フロッピーデイスク内の設を情報 ( N に S _ RC . CFG ) がすでに設をされている場合は、リブー 
卜せずに メインメニューが表示され ます。 


14. 管理 PC の画面上にメインメニューが表示された6、フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクド 
ライブか6取り化す。 

1己. 「保守-管理ツール CD-ROM」 (こ格納されていないツールを使用する場合は、「保守-管理ツール」 
を終了し、 CD-ROM ドライブか6取り化した後、本体の電源を OFF/ON する。 



リモートコンソール接続での作業を終了した5、[プ□パティ]ダイア□グボックスのリセット 
アクテイべートのチェックをがしてください。 


ダイレクト接続 (COM 目)された管理 PC か5実行する 

本体のシリアルポート巨 ( COM 目）にダイレクト接続された管理 PC から、下の手順で実行 
します。 


1. MWA をインストールした管理 PC を起動し、スタートメニューか6[プ□グラム]- [NEC MWA] 
- [MWA] の順にクリックする。 

MWA が起動し、初期画面の 「Remo お Control Manager」 が表示されます。 

2 . MWA の[ファイル]メニューか6惯境設定]-[ダイレクト接続設定]の順に選択し、「ダイレクト 
接続設定」ダイア□グボックスを表示させ、下のように設定する。 

<ダイレクト接続設定> 

ポート： 接続する管理 PC 側の COM ポート 

ボーレー ト：19200 
フ□-制御： RTS/CTS 

3. MWA の[ファイル]メニューか6[コンフィグレーション]コマンドを選択して[コンフィグレー 
シ ョン] ダイア □グボックスを表示させる。 

4. [新規作成]をクリックして[設定モデルの選択(新規作成)]ダイア□グボックスを表示させる。 

已. [FD 書きんかを行う]にチェックし、対象のモデルをを選択して、旧 MC 搭載モデル用コンフィグ 
レーション]ダイア □ グボックスを表示させる。 

モデルをは本体前面(こ印刷されています。 

巨. 旧 MC 搭載モデル用コンフィグレーション]ダイア□グボックスで、管理対象装置のコンピュータ 
名などのコンフイグレーシヨン情報を設定/登録後、 iU 下のファイルをでフ□、ソピーディスク(こ書 
き込む。 


<フアイル名> 

NICS_RC.CFG 







7. サーバををちクリックして表示されるポップアップメニューか 6 [プ□パティ]コマンドを選択し 
て、[プ□パティ]ダイア□グボックスを表示させる。 

8 . 「プ□パティ」ダイア□グボックスが表示された6、 ]：> (下のように設定する。 

<[ID] ページ> 

接続形態： COM 

COM: ダイレクト（ク□スケーブル） 

9. サーバををちクリックして表示されるポップアップメニューか6[リモートコンソールの起動]コ 
マンドを選択して [MWA Remote Console] を開く。 

[MWA Remote Console] 上にサーバウィンドウが開いていることを確認し、[接続]をクリ、ソク 
する。 

10. 管理対象装置のシリアルポート目 (COM B) (こ管理 PC をダイレクト接続する。 

11. 本体の CD-ROM ドライブ(こ r 保守•管理ツール CD-ROM」 をセットし、フ□、ソピーディスクドライ 
ブに設定情報 (MCS_RC.CFG) を格納したフ□、ソピーディスクをセットする。 

12. 本体の電源を OFF/ON してシステムを再起動する。 

1回のリブート後、管理 PC の画面上にメインメニューが表示され、八ードウエアのセットアッ 
プ、各種ユーティリティを管理 PC か6実行できるようになります。 

•L 励 

フロッピーディスク内の設を情報 ( N に S _ RC . CFG ) が既に設をされてぃる場合は、リブート 
せずにメインメニューが表示されます。 


13. 「保守-管理ツール CD-ROM」 に格納されていないツールを使用する場合は、「保守-管理ツール」 
を終了し、 CD-ROM ドライブか6取り化した後、本体の電源を OFF/ON する。 



リモートコンソール接続での作業を終了した5 、 [MWA Remote Console ] ウインドウの[切 
断]をクリックしてください。 
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ESMPRO 


ESMPRO / ServerAgent 、 ServerManagertt 、 システムの安定稼動と効率的なシステム運用を目的とした 
管理ソフトウェアです。構成情報や稼動状況を管理し、システムの異常を橫化した際にシステム管理者へ 
通報することじより、システム障害の予防や障害に対する迅速な対処を可能じします。 

添付の r バックアップ CD - ROM 」 には、本体を管理するアプリケーシヨン^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」が格納 
されています。 ESMPRO / ServerAgent と通信を行いネットワーク上の管理 PC から本装置を監視するアプ 
リケーシヨン^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」は^保守•管理ツール CD - ROM 」 に格納されています。 


• ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「の動作環境やインストール方ま、アンインス I ル方まおよ 
び運用時のを意事項じついては r 保守-管理ツール CD - ROM 」 にある 「 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「インストレーシヨンガイド」を参照してください。 

• ESMPRO/ServerAgent 

ESMPRO / ServerAgent は本装置に自動でインス I ルされる監視アプリケーシヨンで 
す。 ESMPRO / ServerAgent に関する詳細な説明は本体に添付の r バックアップ CD - 
ROM 」 内にあるオンラインマニュアル （ PDF ファイル）を参照してください。 

添付のバックアップ CD - ROM :/ nec / Unux / esnnp 「 o / doc / use 「 s.pdf 

ESMPRO / ServerAgent は化荷時の八ードディスクにインストール済みです。また、再 
インス I -ールの時ち自動的にインス I -ールされます。 


エクスプレス通報ヴービス 

エクスプレス通報サービスは、システムに発生する障害情報(予防保守情報含む）を電子メールで保守セン 
ターに自動通報するソフトウェアです。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に保守を行っ 
たりすることができます。 

エクスプレス通報サービスは化荷時の八ードディスクにインス!-ール済みです。また、再インス!-ールの 
時ち自動的じインストールされます。 

エクスプレス通報サービスを利用するためには、別途契約が必要となります。詳しくは、お買い求めの販 
売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 
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